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歷
史
を
有
す
る
が
、
设
初
•か
•ら
笕
術
平
财
が
躊
躇
な
く
無 

檢
討
に
採
用
さ
れ
て
來
た
c
nk
'

u

o然
る
に
ジ
ヱ
♦ゥ
ォ
ン
ス
は
'こ
の
樹
の
計
翦
に
於
て
ば
幾
何
平
^ -
の
滴
當
な
る
取
以
1
說
い
た
の
で
/ 

.あ
つ
て
、
近
代
指
數
論
理
拟
實
に
こ
^
に
發
足
し
た
と
言
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
彼
は
次
の
如
く
論
ず
る
。

、

い
へ'
:
,
申
5
:
1浦

與

の

霧
_
そ
机
ぞ
れ
- ^
激

及

：：び
バ
ー

1
割
騰
貴
1 .
/

何
平
均
で
な
け
れ
ば
なk
ぬ
。
卽

ち
1

0
.°
+
0
5
0
+
1
2
0

)

郎

ち

0
0
: 33

5

で
^

^
ぐ

て
S
0 

:

<

^

3

^

^

卽

ち

0
0
:

〖34.16  

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。1
0
0り
ご
01
と
M
o
o;
,§
.
1
6と

の
、笼
は
極
め
て
少
い
か
ら̂
;
:通
の
商
事
に
於
て
は
幾
何
平
均
の
代
り
に̂:
>

 ̂

簡
眾
な
算
術
平
均
を
と
つ
て
、

慕
を
無
視
し
て
も
足
り
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
今
の
租
の
研
究
に

'於
て
は
こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
。
藍 

、.し
諸
價
:.
^
の
變
動
は
太
な
爷
幅̂

有
じ
、：
五
割
以
上
：の
：減
少
が̂'
十
割
以
土
; 0
暫
加
E
a
f' o
t
み
ん
か
ら
で
あ
る̂

彼

は

そ

の

ユ

^

と 

し

て

：
コ
；：

<
ブ
ま
丁
番
0 :
償
格
は
\
補
者
は
十
割
：の
：響

を

、#

者
は
2 :
割
：0
下
落

均
はー

 (
2
0
0
+
5
0
}

郎
ち1

2
5

で
あ
る
。
卽
ち
コ
へ
ア
と
丁
香
の
平
均
騰
貴
は
一
一
割
五
分
と
見
え
よ
ぅ
0.
併
し
こ
れ
は
全
然
fi
り
で
あ 

る
。
ニ
〇

い
と
艽
〇
な
る
歡
字
に
よ
つ
て
示
ざ
れ
た
此
率
の
幾
何
平
均
は
ー
〇
〇
で
あ
る
。

コ
、
ア
と
丁
簽
を
平
均
す
れ
ば
、
M
格
變 

動
は
全
然
^'
い
。
換
言
す
れ
ば
、

一

方
の
惯
格
は
倍
加
し
、
他
の
さ
れ
は
半
減
し
た
。
前
^
は
二
倍
さ
れ
後
者
は
二
分
の
一
に
さ
れ
た 

の
で
あ
る
。
然
ら
ば
平
均
し
•て
こ
れ
ら
商
品
の
惯
格
は
二
割
五
分
騰
貴
し
た
の
で
は
な
く
て
、
元
の
ま
、
な
の
>

あ
る
。
：
：
鮮
術
¥ 

均

の一

舣
的
結
艰
は
、
下
落
し
た
價
格
の
犧
独
に
於
て
、
篇
貴
し
た
惯
格
を
誇
張
す
’る
し
と
に
な
を
。
卽
ち
價
格
の
‘平
均
騰
貴
は
眞
相 

よ
り
s

/tu
く
大
と
な
つ
て
現
は
れ
、
吾
人
の
紡
染
は
そ
の
程
度
だ
け
謬
つ
だ
も
の
に
.な
る
の
で
あ
る」

。 

.

:
-.
r
rぐ
ヤ
彼
ゆ
，
前
節
に
述- <
た

如

く

、
，
一
ー
：
一
十
：九

の

重

&

^
 

，一
 

.丨 

八」

ハ
0
ェ
ハ
.ニ
年
の
懷
格
比
率̂

求
.め
、
と
'れ
&
:の
幾
：何
平
拘
ょ
り
し̂

'「

物
價
騰
貴
f tI

o

ff
i
分 
一.
.
從̂
.っ
'て
，金
»
故
賀
は
豹
九
••*

三
分一

%」

な
る
結
論
に
達
し
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o
.伹
し
彼
は
そ
の
序
文
に
於
て
、
こ
の
數
字
は
必
ず
し
も
正
確
と
は
言
ひ
難
く
"
.九
^
は
恐
ら
く
敢 

低
限
度
で
あ
•っ
て
、
事
筲
は
ー
五
％
に
達
し
て
ゐ
る
と
も
彩
へ
ら
れ
る
と
述
べ
て
ゐ
る(

部
四
、。

併
し
結
論
に
對
す
る
こ
の
疑
念
が
、

少
く
と
，も
そ
の
方
法
に
對
す
る
疑
念
に
某
因
す
る
と
は
彼
自
ら
考
へ
て
ゐ
な
い
ょ
ぅ
で
あ
る
。
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.
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叶
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參
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猶
 

れ
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れ
が
ょ
り
_
れ
り
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こ
れ
が
一

六

ニ

七

年

フ

，
ロ

ゥ

レ

ン

'ス
に
於
て
開
始
さ
、れ
た
論
印
の
題
目
で
あ
っ
た
。

こC

問
題
は
畢
竞

'、っ
た
ニ
っ
の
誤
恙
は
相
殺
さ
れ
る
か
否
か
と
い
ふ
^
と
で
あ
る
。
さ
て
當
時
平
均
の
方
法
と
し
て
知
ら
れ
た
^
の
は
算
術
平
均
"
幾
何 

平
均
及
び
調
和
平
均
の
三
種
で
あ
っ
た——

贮
の
こ
と
は
ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン
ス
.の
時
代
に
於
て
も
同
樣
で
あ
る
。
然
る
に
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均
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れ
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a
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ゎ
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和
平
均
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5
で
あ
る
か
ら
、科
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1
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2
|
3丨
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と
な
る
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故
に
し
が
出
の
半
分
な
る
と
き
は
^

日
^

卽
ち
無
限
大
と
な
り
^

が
爪
の
半
分
以
下
な
る
と
き
は
^

丨
日
は
負
數
と
な
り
從
づ
で
い

ほ
負
鐵
a
& ;
裏

.

爾
に
；■
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迎

■
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■
雕
五
' ^
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無
限
大
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圓
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^
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:
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味
^̂

限
定
さ
れ
た
の
で
あ
^
。
さ
て
ガ
リ
レ
オ
に
從
へ
ば
、
右
に
於
け
る
呼
乙
兩
者
の
誤
謬
は
相
等
し
い
。
何
と
な
れ
ば
rp
は
十
倍
に
、
乙
:.
: 

は
十
分
の
一
に
評
倒
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
比
傘
の
乎
均
は
幾
何
平
均
に
よ
る
べ
く
、
從
つ
て
<

&

0

0こ

0
=
1
0
0
と
な
る
/0
換
言
す 

れ
ば
百
を
-*
準
^
し
‘て
測
つ
た
ニ
つ
の
，誤
差
は
相
等
し
い
、-

0

い
ふ
の
で
あ
る
。
之
.
'に
.對
11
>
て
ノ
ッ
''
7
'
.オ
リ
ー
：.モ
は
_

の
誤
.
_は
遙

 ̂

，に
大
な
り
と
論
必
た
。
彼
に
從
へ
ば
甲
や
誤
謬
は
九
百
圆
、
乙
の
そ
れ
は
九
十
阆
で
：吃
る
が
ら
、
：前
衆
は
後
者
CD
-
.十
倍
に
達
ず
.る
0
必

.: 

^
.
?
通̂
者
が
自
己
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-
^
評
^

^

:.
0ー
の
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处
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^

^
購
汾
き
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れ
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猜
取
せ
ら
れ
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て
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差
セ
八
百
ナ
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け
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と
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；
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應
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.
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軚
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れ
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底
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言

ふ
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^
條
と
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す
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に
.、
一
定
諸
貨
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の
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な
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單
純
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と
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損
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確
か
に
浩
平
ゆ
根
據
は
あ
る
。
併
し 

.同
^
理

由

：を

以

て

吾

人

啤

ー

：：定

« ,
泐

の
)1
入

に

等
\ ^
い
"部

分

に

於

ぺ

を
と
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ょ
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と
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ら
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は
、
も
し
理
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に
於
て

±>
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明
瞭
に
理
解
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れ
る
な
ら
ば
、
そ
、れ
自
身
の
目
的
に
對
し
て
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し
い
で
あ
ら
づ
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併
し
觅
如
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的
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に
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と
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す
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？
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も
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又
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正
し
く
相
殺
さ
れ

.
"
.
.

金
價

’麗
の
眞
の
變
動
が
求
め
，ら
れ

_るで
あ
ら
ぅ

.

」

#
;五

〕
彼
め
擧
^ .
'灸
ン
1
.
'
:
及
.び
0
.
1

)

^
现
曲
は
理
論
的
：に.は
勿
論
何
等
の
換
據
と‘
な)

る
も
9

み
で
あ 

-
/
る
が
.、

靡

レ
と
.の
こ
と
が
彼
の
提
唱
せ.る
眾
純
平
.均

法

に

.
ょ

っ

て

達

成

さ
れ

ざ

：
，こ
と
は
胃
ふ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
o
彼
は
そ
の
茕

雪

善

所

に
i

f

の
|

眷

及

ぢ

)

或

暴

W

孟

•拘
:e
>ず
、

'そ
.の
指
數
理
論
の
；中
.に
ば
採
り
人
れ
ら
れ
て
き
い.6

で

..
あ
る

o
'即
ち

：
彼

.
の
所
說
は
一
ー
，
商

品

.の
®'
要
性

が

相

等

し

き
場

合

に
.

• 

: 

: 

-
• 

-. 

•

•
.
.

パ
.

.

.

• 

.

:

•>
•. 

:

,'
•
:_•

:

の

み

養

す
S

.で

藝

に

L
a
s
p
e
y

孩

.は

價

格

變

化

：に

も

拘

ら

ず

常

に

同

量

の

商
！！

叩
を
購..ふ
も
の
と
假
定
し
て
：ゐ
る
か
ら
、
シ
.チ
ヴ
ォ
ン
ス
と
は
全
ぐ
別
の
問 

題
を
：取
扱
..つ
て
^
る
，こ
と
に
な
り
, 

'無
.條
件
'に
ジ
.キ
ヴ
ォ
.ン
'
.ス
の
優
越
^ -
認
め
る
こ
と
は
許̂

れ
.な
い
。.旣
に
.當

時N
.

 G
.

 Pierson  

.ゆr
:

こ
'の
論
爭
社
解
決
し
得
ざ
るJ

の
と
論
斷
し
て
ゐ
表
の
で.あ
る
r
lt
t
六
0
。

ま
.た
：ジ
' 
工
ヴ
ォ
ン
_ス
は
ー
3

0
數
量
に
っ
い
で
，成
り 

家
っ
籮
論
は
、

^
の
^
ぼ
.三

づ

：
又

は

：そ

れ

.以

*

の
.數

量

に

づ
v>
;
て
i
免

當

す

る

.が

如

ぐ

論

じ

て

居

.
石

が

_

そ
.し
て
論

敵Laspeyres.  

.も

と

れ

を

捉

へ
^

ジ
.

)

モ

ヴ

ォ

ブ

：
ス
：
を

論

難

：
す

.る
こ
と
^
忘
れ
て
ゐ(

る
が
！

事
實
.は

旁

ぅ

で.な
い
の
で
か
る
。.例

へ
ば
.
二

數

に

關

し

.

.

.

.
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.
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.
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セ
な
ら
ば
ク
幾
何
平
均
ば
筧
術
甲
掏
と
調
和
平
均
と
( 0
幾
侗
.平
均
.に
等
^
ぃ
。_

ち
';
.
'フ

 ̂

.ぐ，.：
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'
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■ 

.
•
, 

-
'

■;
:

.

,

- : 

. 

.

.

.
,
.

然
名
.

k

こ
の
關
係
は
3

數

，
又

は

：
ぞ

れ

以

上

-
に

つ
い
て
は
嚴
密
に
は
成
り
立
た
.な

一

。

ジ
エ
ヾ
ヴ
ォ
ハ
ン

^
は
幾
何
平
均
を
；と
る
理
由
の
二
つ 

と
1>
て
>
そ
^,
が
第
術
平
鲜
.と
調
.和

平

均

：と
の
.中

間

に

：從

ず

る

と

い
.：ふ

事

實|:
擧

げ

て

ゐ

る

が

.，

そ

の

斜

學

的

意

味

は

ニ

數

を

問

題

と

.

,

.■
■. 

.
:
.
-■. 

, 

.  

.

. 

パ
: 

. 

..  

■ 

■
■
-
'.
.
.
. 

* 

-
> 

.

す
^
場

：合

と.そ

れ

以

卜

；
の

軟

を

間

題

，と

す

.る

場

合

ャ

'
,
惟

_
4
に

.
一
：
系

列

忙

辂

_

平

均

ま

を

牆

用

ず

べ

：き

か

喪

何

平

均

そ

適

用

す

べ

き

か

は

、

欢

定

銳
f

し
^
容
易
.で
^

匕

み

^
ヴ

： 

< ン.

K

.へ 

■の
如
く
、
系
列
が
比
率
を
問
題
と
す
る
場
年
に
は
.
躇
な
く
幾
何
平
均
を
と
る
.Y

>と
論
ず
る
.の
は
、
.未
だ
.充
分
で
.は

な

：か

ら

ぅ

。

最 

も
決
宛
的
な
も
の
は
、
そ
.の
系
列
に
認
め
ら
’れ
る
分
散
が
滹
術
的
な
る
か
幾
何
的
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
.で
あ
る
。
-惯
格
の
如
く
、
騰
貴

■は
無
限
な
‘，る
..に
對
し
.て
下
落
は
一
定
の
.限
度
'あ
る
と
き
.は_

•零
ま
で
下
落
す
れ
ば
最
早
や
商
品
で
は
な
く
な
る
-
-
分
散
は
明
か
に
'

幾
何
的
.で
あ
り
、
從
つ
て
代
菝
値
だ
’る
.平
均
値
は
幾
何
平
均
に
ょ
つ
て
求
め
ら
れ
る
の
が
正
し
い
の
：で
あ
る
。
ジ

JC
.
ヴ
ォ
ン
ス
に
あ
つ 

.

<
は
.未
だ
こ
ガ
點
に
關
す
る
.充
分
の
考
'察
が
足
り
な
W
つ
た
と
い
へ
る
6
.
 , 

:•
 

; 

. 

.
 

: 

:

\

-

.

.平
均
値
に
關
す
る
彼
<0
.所
^
に
し
て
注
目
に
値
す
.る
も
の
ゆ
勿
論
指
數
と
關
聯
せ
る
も
の
、
み
で
は
な
い
。
研
究
方
法I

般

の

ぅ

'
ち 

に
占
め
る
平
均
法
の
意
味
に
つ
い
て
、
彼
は
特
の
そ
.の
，sn

c
i
p
l
e
s

 + b
f

 '
s
c
i
e
n
c
e

の
第
十
六
章「

平
均
の
方
法」

及
び
第
十
七
章「

誤
盖 

の
法
則」

に
^

て
詳
論
し
て
.ゐ
..る
の
：で
.あ
る
。
.そ
，の
詳
紙
に
.立
ち
.人
る
こ
と
；は
ホ
_

で
母
不
可
能
で
あ
る
が
"
特

に

注

目

す

ベ

、き

も

の

と 

'
し

て

.
次

：

2 -
.一
點
を
.擧

げ

る

.：

こ
と
が
出
來
ょ
..ぅ
。
第

—-
*
に
彼
は
算
術
平
均
法
は
最
小
自
乗
法
.の
適
.用
に
過
ず
ず
と
■論
じ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ 

る
0
胜
さ
。
*

術
乎
均
法
：の
’：用

ひ

ら

れ

る

凄

例

^

は
最
當
乘
法
も
用
ひ
：ら
れ
、'
且
づ
前
者
の
_

:ひ
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

.適
用
の
：範
圍
か
ら.見れ
：ば
後
者
が
前
者
を
包
含
し
て
ゐ
，る
こ
と
は
確
か
で
あ
づ
て
、
こ
れ
を
.言
明
し
た
の
は 

明
か

ジ̂
ヱ
ヴ

'ォ
ン
ス
の
双

8|
'と
.い
べ
ょ

5。
'併
し
そ

_の
.論
埋
的
樯
造
に
於
て
は
必
ず
し
も
然
り
と
は
言
へ
な
い
。
蓋
し
最
小
自
乘
法 

そ
の
も

•のが
算
術
卒
均
を

礎̂
と

U
て

.ゐる

.の
で
あ
つ

',
て

.、
そ
の
逆
で

.はな
，い

.か，

.であ
：る
：

C

能0
。

次
に
ジ
チ
ヴ
：
ォ
シ
ズ
.は
客
觀
的 

•■
べ
平
均
値
と
亲
觀
的
平
均
値
と
が
區
別
を
認
め
て
ゐ
る
が
殽
九

”
と

れ

は

英

國

學

者

と

し

そ

ぼ

異

例

片

屬

す

多

へ

拿

石

^
平
均
値
め
論

理

に

：
蔡

，
こ

の
.區
別
の
重
要

る̂
は
、
.ー
今
良
で
：
は
.
|
£
認

ふ̂
れ
て

^
^
^

.■

.な
ほ
幾
何
平
均
に
つ
い
て
附
霄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
：こ
と
は

>彼
が
こ
の
平

.均を
11
に
指
傲
作
製
の
場
合
に
，の
み
限
定
せ
ず
、

Mに
廣
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四
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1
四)

.
-
:

■
繫

職

充

せ

ん

-

V.

し
て
ゐ
る
&'
と
で
あ
る
。
彼
は
H 
く T

統
針
及
び
‘商
業
の
殆
ど
凡
ゆ
る
、S

に
於
て
、
嚴
密
に
言
？

爵

平

均
 

が

用

ひ

ら

る

ベ

喜

象」

と〔

7
1〕

。
こ
れ
は
w

l

如
く
f

 
■

張
I

む

こ

と

は

囊

n

、
s

i

幾
何
平
均
が
不
當
に
困
却
さ
れ
ら
、
あ
石
は
、
こ
れ
f

蓖

で

あ

る

。
：
：
鐵

佝

平

均

，
に

對

す

る

彼

の

.

執
，着
は
次
章
に
述
べ
る
彼
の
統
計
圖 
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^
も
ォ
灕
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..關
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p
p.
ロ
G，
p
r
s 

o
f 

Science, 

p. 

3
6
1

'

.

.

.

..

.

.シ
チ
ウ
オ.y
ス
カ
極
め
ぺ
實
著
的
な
統
^

家

で

あ

つ

,^
.ー
醫

示

す

證

據

と

し
.て
.
>#■
'
種
多
'«
な
る
输
計
の
作
製
'と
そ
れ
が
圖
表
的
、 

表
現
a

げ

.る
：
至

が

項

石

：
。
，
後

に

，

ぶ

.る
が

如

だ.今
日

吾

入■

知
t
赢

れV

ゐ
I

 

I

る

。.1.

八

五

丸I

I

洲

ょ
P
歸

國

し

そd

p

l

s

f

「
c
e
l
l

 

_

人
S

V
'

」
一

1

,

1年

上

記

一V

I
を

. 

British 

A
s
s

-Ri
a
t
i
m
.

に
提
出
.す
る
迄
の
約
：三
苹
間
、
彼
が
最
も
心
血
を
注
い
.だ
仕
事
ほ
實
に
^
の

種

：
の
，
ス

の
.で
.あ
つ
^
の
で
あ
る
。
. 

■即
ち
.r

八¥
1
:

年
四
月
七
日
附
兄
ム
ィ
-
ア
ト
宛
#'
■
は
こ
の
間
の
き
息
化
仔
細
夂
傳
べ
て
次
の
如
<'
-
:言
っ
.て
ゐ
る
べ
雖
1

^r
私
ぱ
い 

ま

1
'亂
無
味
乾
燥
.に
.し
て
：.免
苦
多
き
：仕
事
即
.ち
英
國
に
關
す
る
幾
多
.の
.親
計
.を
編
鞞
す
る
と
¥
ふ
^
 

. 

計
は
晰
線
め
形
で
示
さ
る
べ
ぐ

、
ノ
且
め
出
來
れ
ぼstatistical 

A
t
l
a
s

>:
し
.て
：發
表
さ
.̂

る
.箸
で
あ
.ろ
-0
私
は
こ
の
仕
事
は
完
成
さ
れ 

1

ば
極
め
，で
興
味
あ
り
旦
，つ
，重
要
な
も
，の
と
考
へ
る
，が
、
：併
-̂

雜
然
太
る
議
會
報
吿
を
涉
獵
し
、
次
>

^

■る

勞

苦

は

並.大
概
re
,ゆ

な

：
い-p
.:

翁

去

：
五

、
日

彻

私

は

：

M

i

l
ン
で
仕
.事

が
®
:

b:

た
が
、
來
扉
は
翁
校
の
仕
；
が
.あ
る
の
で
中
斷
さ
れ
て 

:し
:̂
ふ
。
^.
計

ひ

殆

芒

全

部

妹

：

「

セ
：
：
八
へ
0
萍
义
2

'^
0
0 <
甲
^
遡
^
 ̂

r

部
例
べ
，ば
縠
價
は
實
忆
1」

四
0:〔

;¥
-
に

-1
1
る

'0
:
'約
三
ー
十
枚
に
及
ば
ん
と
す
ぁ
 ̂

例 

.へ
ば
そ
こ
に
は
m
生
•死
亡
*婚
姻
•移
作
等
の
知
ら
れ
た
限
り
の
火
ロ
の
紘
訃
' 
各
賴
«
_
.ょ
^;
の

收

入

、

支m
、
國
憐
，貯
帮
銀
行
及
.

.汝

火
I
味
險
會
社
：の
資
辦
等
、
へ
交
換
：
■
命

：  

.—七

：
七

沿

年

以

降

^
の

 

：j：

七
0
;
0竽
以
降
.の
迪
貨
發
.行
高
"

^, 

四
三
本
.：以
：限.'の
ハ
英.齡
_
行
の
週
報
：
-
:一
ヤ

ー一.一
一率
以

降

；の
公
歡
傾«

奢

; »
に
對
ボ
：る
輸
5

^
猶
花
&

物
.羊

毛

：' *
他

连

要

商

品

Q
.

 

”身

節

^
鐵
^

糧
人
原
咏
品
办
生
產̂

及

が
^
格
^

减

民

会

銀

率
&

業
が
狀
满
萼
？
：
^

.
:紙
令
< 0
慕

，'餘
許
，の*

々
：犯
罪
狀
態
：.文
_

び
。

-'
-v
.
v-'
'
'.錄

に
，尤
を
投
ず
る
に
祚
り
、
，そ
の
諸
朌
闪
は
多
か
れ
少
か
れ
明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
.ぅ
。
私
は
議
會
法
令
の
數
、
特
許
の
數
、
及
び
煉
瓦



、 
' 

,
,統
訃
淨
港
ミ
し
て
の
ガ
0-
3
.ジ
エ
ヴ
ォ
ゾ
ス
、

，

、
.

. 

プ

、' 

ピ

ゾ

一

六

C

L
、
ソ

-

•
ヂ

を

坐

ぜ

ざ

る

仕

蕻

に

^

！
!の
勞
、働
を
役
ず
る
に
由
て
發
坐
す
る
の
で
’あ
る
：独
5

。

煉
瓦
生
產
高
の
曲
線
が
如
何
に
ょ
く
之
を
示
し
て 

ゐ
る
か
は
誠
に
不
思
議
な
位
ひ
で
，あ
る
が
、
煉
瓦
と
漆
喰
と
は
最
も
藤
久
时
な
生
虚
物
な
の
で
あ
る
。
勿I

I
、

大
部
分
の
統
訃
は
一
般
. 

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
併
し
米
だ
充
分
結
合
さ
れ
て
居
ら
ず
又
は
圖
表
的
に
示
さ
れ
て
ゐ
な
VV
。
特
許
統
計
及
び
文
擧
に
.關
，す

る

1-部

.

‘

，の
統
計
奸
全
く
新
ら
し
ぃ
‘。
.數
字
5:
.曲
線
及
び
線
を
以
て
示
す
方
法
は
素
ょ
り
蓓
く
か
ら
多
か
れ
少
か
れ
行
は
：.れ
來
:0
た
0
事
實
-前
弛 

*
紀

末

0

1
的
o
f Tr

a
d
e

な

るi
#

が
刊
行
さ
れ
た
が
s
 ;1ー〕

、

そ

の

原

，理

は

正

に

科

の

そ

れ

に

類

似

す

る

0;
然
名
に
統
|+
學(

に
於
て 

'

は
、
こ
の
方
法
は
決
し
て
多
く
用
ひ
ら
る
>
こ
と
な
*<
、
殆
ど
全
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
惟
ふ
に
そ
れ
は
恰
も
地
園
が
地
理
擧
亡
.パ 

於
て
使
用
さ
る
、
と
始
ど
同
様
に
大
•い
に
利
用
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。」 

.
 

, 

,
.
.淘
年
十
.1
#

1ニ
日
附
の
^

信
ず
可
ら
ざ
る
ほ
ど
の
時
間
釔
耍
す
る」

、註
捌)
.と
あ
る
。
そ
し
て
數
日
後
の
八
日
の
日
記
に
は
最
初
の
動
、機
を
阔
顧
し
て
次
の
如
く 

-
 

.
|3
し
.て
'ゐ
る
，。「

ニ
1ニ
の
圖
表
免
終
ク
^
 

」 

作

ら

う

と

考

へ

'
た
.0
そ
れ
か
ら
不
意
に
、
出
版
も
可
能
だ
ら
う
と
思
'ひ

つ

き

、
、
遂

に

藤

め

i

.

nt
>
の
生
耍
資
料f

切
を
承
す
と
と
ろ
‘の
ノ 

;

塑

1十
枚
の
;«
訃
地
.圖
を
物
せ
ん
ど
試
み
た
.0
::逾
去
^

聯
W
統
計
ね
適
當
と
思
な
'.

■:
.れ
.る

1
切

の

；書

物

を

涉

»
:1
>
'
、
； 

■次

で

：寫

字

し

■'
■'
.■i
t
-
:獎
し
、
配
列
じ
、
^

_
す
^
た

：め

ぬ

費

し

灰

勞

苦

を

顧

る

a：
；
戰

腰

ぞ

幾

じ

得

な
^

.

と(

舞
五
-̂
0

そ
し
て
觚
に
十
，月
末
に
は
略
々
二
十
八
牧
宠
成
し
た
の
で
、
出
版
書
雕
を
求
め
た
が
、
到
る
と
し
ろ
阁
手
に
さ
，れ
ず
、
遂 

■■
.
.'.
■'■.に

自

費

盤

り

.止
が
歲
免
.に
茧
：っ
た
0
ぺ
之
を
引
受
け
>

^

-;
句
ど
思
は
机
る
0
,卽
ち
凋
月
七
四
日
事
の
兄 
<
;
:
1
パ
ァ
，ド
宛
書
简
め
；4
節

に

；
日
：各

阼

日

秘

は

私

ぬ

^̂

“
版
啫
の
窓
の
内
に
見
る
滿
足
を
も
っ
た
。
，私

はS
t
a
n
f
o
f
d

を
し
■
て

そ

れ

を

約

來

通

り

所

々

：
へ

寶

出

す

よ

う

魂

得

し

た

：！
、

>
;

ど
.れ

程

賣

れ
た
か
は
未
だ
知
ら
な
い」

とC

註
六
^

こ
れ
に
關
し
てM

c
k
a
r
d

は
、
ジ
ュ
ヴ
ォ
ン
ス
こ
そ
窩
攀
冢
に
經
濟
情
報
を
賣
却
す
る
こ
と
、
 

を
職
業
と
せ
ん
と
し
た
缺
初
の
久
で
あ
る
と
斷
言
し
で
差
支
へ
數
い
と
言
つ
て
ゐ
る(

部
七
°0
.;•
、

：

.
 

、.出
版
の
結
果
に
.就
.て
は「

八
六
三
.年
.

】

月
十
八
日
附
兄
'
<1
バ

.7
-
,ド
宛
書
簡
§
う
ち
に
そ
の
報
告
が
あ
る
0「

_

表

は

結

局

大

し

た

損 

.
失
に
は
な
つ
て
ゐ
な
5
-。-
失
費
の
う
ち
一一

十
被
以
上
は
戾
つ
て
來
る
で
•あ
ら
う
か
ら
。
あ
な
た
が
去
つ
て
か
ら
後
、
圖
表
.は
.
肖̂
?-
1
1̂ 

M
a
g
a
z
i
n
e

で

好

評

を

傅

し

、

，ま

た

最

近

T
i
m
e
s

の
^

®

^

及

び

£
。
。
§

&
冷

に
^
介
さ
れ
た
,
こ
れ
ち
に
よ
つ
て
賣
行
は
增
加
し
、

.
S
t
a
n
f
o
r
d

は
計
.ニ

百

部

ほ

ゼ

を

販

賣

し

た

11
-6

七
0
:0
こ

^
 

卽

ち

.
/ 

,

.
一

：：

八

ボ

ニ

苹

十

一

ー

パ

ニ

十

八

日

附

ト

ム

宛

に

左

.

の
如
く
言
つ
て
ゐ
る
。「

私
は
い
ま
-
.

6

ズ
00
ィ

ン
チ
の
小
形
圖
表
を
考
：へ
て
ゐ
る
。
そ
れ 

は

一
八
四
四
年
か
ら
六
ニ
苹
に
k

る
價
格
•
輸
出
•輸
入
等
の
月
別
‘數
字
•よ
り
成
る
も
の
で
、
何
れ
も
極
度
に
壓
縮
し
分
析
し
.て
あ
る
.か 

ら
正
に「

小
さ
な
殊
土」

と
い

へ
よ
、
う
。
：
：
そ
れ
は
私
が
略
々
ニ
平
前
に
始
め
た
と
き
の
菏
‘へ
方
と
.大
腊
同
じ
.で
.あ
る
が
、
私
は
經
驗 

に
よ
つ
て
^
初
の
圖
贽
は
、
現
に
提
供
せ
ん
と
.し
つ
X
あ
る
小
さ
な
珠
玉
に
較
べ
れ
ば
、-
全
く
笑
ふ
べ
き
も
の
が
る
を
知
つ
‘
^

:
: 

.
こ
.の
：
圖

鼠

は

抱

十

二

枚

：の

像

定

で

、
が

容

は

a

 

>
銀
行

11
'
.定(

ニ)

金
融
市
場
、：

現
物
市
場
、
.各
秫
穀
物
、
.農
產
物
、
食
肉
、
主
要
輸
出

人
品
•
償
格
等
よ
り
成
り
、

一

年
及
び
四
莩
の
一
切
の
變
動
は
充
分
に
剔
抉
す
る
暂
で
あ
る
し
。(

訪0
。

故

に

.舊

圆

表

の

好

評

は

新

. 

-
•
•
•
•
-
-
.
- 

• 

.

. 

. 

' 

- 

• 

- 

' 

. 

-

,

圖
表
作
製
に
對
す
る；

段
の
刺
戟
と
な
つ
た
。
彼
自
ら
日
‘く

「

故
に
私
は
こ
れ
に
促
さ
れ
て
新
ら
し
い
一
聯
の
小
形
圖
表
を
哪
備
し
て 

:
-
八
：四
^
年
;!
/:
至
六
ニ
年
め
諸
月
に
對
す
る
債
格
其
_她

-$
:
.系
さ
ん
と
す
る
に
至
.つ
た
。
.そ
れ
は
順
調
に
進
行
し
ャ
居
り
、
.必
ず
成
功
す 

る
と
思
ふ
0,
仕
輿
を
進
め
て
ゆ
く
間
に
、
私

は一

八
五
ニ
年
以
涞
殆
ど
凡
ゆ
る
物
の
價
格
の
黎
し
ぐ
騰
貴
し
た
こ
^

於
判
っ
た
？
で
れ 

は
明
か
、
に
金
價
値
卞
落
に
戚
く
'
私
は
い
ま
こ
れ
を
徹
底
的
に
確
か
め
證
明
せ
ん
と
試
み
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
勿
論
極
め
で
重
要
尨
そ 

丨

し

て

駿

目

す

：べ

'き
«
實
と
が
る
で
.
4ら
う
0
そ
怍
が
乾
明

:̂
;れ
を

假

定

し

そ

、
.私
は
未
だ
是
れ
女
私
の

:1
1
表

と

共

に

發

表

す

，岑

.

.

ノ
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統

計

學

歡
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し
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ォ
ン
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七
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C
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■
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’

•
-
-
■/
. - ' 

.
ニ
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*
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-
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ノ. 

• 

.:
'
\
-
.
,
:
- 

'.
,:•
' 
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V
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-
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^
ぁ
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^
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騎
綠
も
屬
^
^
^
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^
>
;
^
^
l
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:

;V
-
.:

マ
腾
計
學
者 

, 

' 

,
1

八
.

.(

一
八〕

'/'
. ( 
. 
.
,>
*,
r
v、-.
h'i
*
'
- 

- 

V.-
-

Y 
;:
，
ハ.-.•
,

■;
:
-
-
'
.

■,
■.■:
 

"
、:■
..■:
 

. 

.
V
; 

'
, 

:

■■
- *

■

:
K 
一
- 

.

,

.ひ
ば
別
に
發
表
す
る
か
は
考
へ
て
ゐ
な
い
、

」
(

許
九)

。
彼
が
言
及
し
，た
金
價
値
下
落
の
硏
究
は
、
そ
の
後
數
ヶ
月
に
し
て
結
實
し
、
四
月 

末
に
は 

A
 

Serious-Fall

 in 

the. V
a
l
u
e

 

of G
o
l
d

 

Ascertained., 

s
d its 

social, 

E
Hi
eo-
t
s

: s
e
t
^
o
l
t
h
.
.

と
な
つ
て
現
は
れ
た
。
そ

版

還

；置

く

人

の

注

意

を

漏

ず

‘

■;
第
に
認
め
：ら
れ
’

：：
彼

を

し

て

；

1

流
經
將
學
者
に
伍
す
る
：に
至
ら
し
む
る
に'興
.つ
'て

大

な

る

力

を

發

揮

し

た

の

：
で

あ

.

^

そ

し

て

統

計

學
 

.
者
と
1 ^
:
で
の
彼
^
全
貌
ば
恐
ら
く
故'ご
め
歡
だ
る
.小
册
于
の
：ぅ
: >
に
窺
へ
る
と
-\
^
べ
：.ょ
ぅ
'0
•■
:
'

:い
、
さ
.て
彼
€
使
用
.し
た
圖
»
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
で
：あ
つ
た
か
。
.廣
初
の
.論
文「

週
期
的
商
業
變
動
の
硏
究
に
就
て

」

に
於
，て
：は
、 

..旣
述
の
細
< :
、
麵
は
彼
の
所
謂「
葡i

表」

を
用
ひ
'て
ゐ
.る
0'
-
そ
れ
.は
橫
軸
に
時
の
㈣
員
を
*.
'
胄
軸
に
㈣
吣
或
び
は
割
引
率
等
を
胃
ん
だ 

.
#
通
办
歟
術
鬪
表
に
歡
ぎ&
い
。
但
し
彼
ば
季
1 |
5
變
齓
を
承
す
に
、
へ
月
別
の
平
均
と
四
季
別
の
そ
れ
と
を
並
_用
じ
、
挺
つ

て

同I

系
列 

.
、を
圖
乐
す
0

1
1
0
.
の
圖
表
を
用
ひ
.
.て
ゐ
.る
。.
然
る
に
：彼
が
自
ら
小
さ
な
珠
玉
と
誇
稱
し
た
新
圖
表
..は
對
數
圖
表
を
意
味
す
る
も
の
、 

，
如
く
、
規

，，
に
斯
か
る
圖
表
の
作
製
ン
り
結
實
し
た

「
金
價
値
の
激
落」

に
付
さ
れ
た
1
.表
は
.

(

餘
|
.
0
1
;
明
か
に
斯
か
る
性
質
の
も
の
で
あ.
 

'ジ
？
«

G
^ :
ら
.じ
の
表
は
^
繁

後

に

屢
^
利
佣
：レ
且
つ
今cf

我

々
.か
ま
知
す
る
半
對
數
圖
表
、
即
ち
時
の
經
過
に
伴
ふ
變
化
の
割
合 

..

.を
筑
ざ
ル
が
¥
め
^
用
'ふ
る
池
1 ;
.の
幾
柳
獨
表
と
は
極
め
て
異
る|
|造
知
も
つ
も
の
で
へ
あ
る
。
彼
の
硏
究
亂
自
は
、
重
耍
商
品
.三
九
品
目 

^ '
非
茁
要
商
品
七
%;
品
取
に
つ
ぎ
1
:八
四
五
ト
五
び
キ
に
對
す
る1
八
六
〇—

六
ニ
年
の
價
格
變
動
を
篇
此
し
、
.
そ
の
平
均
的
騰
貴
ょ 

.
•り
金
價
値
激
落
の
事
實
を
論
證.す
る
こ
と
で
あ
つ
；た0 .
彼
が
前
節
に
述
ベ
だ
る
が
如
き
：理
由
ょ
り
し
て
斯
か
る
平
均
に
は
®
何
平
均
を

V.
. 

•
-
-
* 

j
* 

1. 

1-J- 

* 

■ 

■ 

- 

■ 

-
i
i
-
-
. 

-

. 

_
. 

- 

I

採
る
T
t
.こ
と
"を
生
張
し
、|!
;
算

の

，
結

裉

一

六
•
ニ
^
.の
價
糌
騰
貴
卽
"
t
i
.
四
^
の
'金
憤
値
下
落
を
結
論
し.た
の
.で
あ
•る
？
そ
し
て
そ
こ 

に
附
さ
れ
I

表
は
こ
れ
ら
の
結
染
を

..一:

望
の
下
に
展
望
せ
し
％
冷
を
目
的
と
す
る
タ̂

..ぃ
適
宜
.に

R

切

つ

V

各

：
々
.：垂

直

線

を

立

て 

> 

ゐ
'る
。
'各
_
直
線
は
例
へ
ば
金
屬
類
或
び
は
|

類
0
如
き
一
::類

0'
::商

品

の

値

格
ft
率

を

點

示
す
ぺ
き
個
所
で
办
る
。
別
に
1.1
つ
の
.誰
直
線
を
立
そ
，.1

つ
は
三
九
品

_
#
Q
m
嬰
.商

鼎

’
の

價

格
比
f

、池
の」
1
づ
は
七
，九
品
目
の

, 

•• 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

V 

..

非
逋
要
商
品
の
そ
れ
.を
點
衆
す
.る
個
所
と
じ
た
。
要
す
る
に

；3

直
紙

*
に

打

た

れ

.た

諸

點

は

價

格

の

散

布

狀

態

を

示

す

の
で
あ
つ
て

、

.
-
•
'
•
.

て

、
-
.

,

.

-1» 

.

.

.
ベ
-.：
.

.

:
••
. 

... 

• 

• 

. •

:彼
は
各
類
に
つ
き
平
均
値
を
來
め
，こ
れ
を
夫
'々
の
酿
腐
線
上
、に
示
し
<
め
る
:°

そ
1
ヤ
最
後
に
金
部
の
苹
均
値
卽
ち1. 
一
？

-
一
五
を 

そ
，
の
高
さ
忙
於

.：て
，引
い
た
長

^'
點
線
で
ボ
ザ
ど
,
^
、̂九
〇
.セ
_の
高
さ
に
於
て
引
か
れ
な
_
線
、に
ょ
；つ
て
貨
幣
價
値
下
落
の
ー
實
情
を
明

. 

H 

• 

* 

- 

...  

- 

. 

* 

•*..

:
^
f
:し
め
た
：P で
あ
る 
o
:
.
'
.-
,
.ぐ

.'
,

'

-

'

^

■:
■•
;
,•'
..:

,■
'.
.
.
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.

こ
の
_
表
は
餘
り
ゼ
多
く
0
.事

柄

を

採

り

入

れ

，て

ゐ

る

た

め
、
-‘刺
讀
に
多
少
€
困
雛
を
感
ず
ざ
.こ
‘ど
.
は

否

免

し

難

い

..が

す

併

し

統

計

广
 

— 

•
 

.
 

... 
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近
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^
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。
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週
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八
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値
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烈
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右
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概
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週
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潇
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れ
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嫩
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と
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